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生命の 目的の 創生 と生物部品の 目的の 段階的創生
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lll　Shannon の情報量の 定義 ∬＝klog　（1／P） は認知 主体の 存在を前提 とする故，生命 と情報 は

同時起源 し
， 生命 は最小 認知系 と して起源 した（Ohnishi．；ArtifLife　Robotics　16：448−454

，
2012）。

生物個体が 自己改良型学習認知機械で ある事か ら，
「何 をするための 機械で あるか ？」 を問 う

と
， 個体は 自己類似次世代個体を作る 「目的（aim ，

　purpose）」 を持つ 精密機械 で ある、「目的 を

持 つ 」 とは どうい う事か ？

【II］こ の 「第 1 目的（first　purpose）」 は生 命起源段階にお い て 自然選 択 で 創生 可能で 、「個体の

最終 目的（final　purpose　＝　aim ）」 ともな る （第 1 目的を持 たな い 個体は死滅 ）。 生命起源後は，第
1 目的の 効率達成 の ため の 補助 目的 と して の 第 2 目的（2％ urpose ）を持 つ 体内部品（or 分子）等

が第 1 目的達成機能によ っ て 個体 の 生存活動に より能動的に選択 ・創生 され ，更に第 1
，
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目的の 内の 1 つ 以上 の 効率 達成の た め の 補助 目的 とし て の 第 k＋ 1 目的を もつ 体内部品等が、

既存目的機能を持 つ 個体の 生 存活動に よっ て選択 ・創生 され る。即 ち
， 個体の 「生き る」 と

い う能動的活動が第 1〜 第 n 目的 の 創 生及 び改良を能動 的に選択 ・進化 させ た 。 従 っ て こ れ

ら の個体 と部品の 「目的 の 段 階的創生 過程」 は生命 自体の 自己改良型情報認 知機械 と して の

認知機能の 関与の 下 で 能動的に進行 し，第 1〜第 n 目的の 間の ハ ブ構造を持 つ scale −free
network （SFNw ）関係（Barabasi，　A ．：Nature　Rev．　Genetics　5：101−113

，
2004）が必 然的に構築 され ，

部品の 目的（＝機能）は第 1 目的達成効率（
＝Darwin 適応 度 r ）を高め る（r ＞ ＝1） こ とに集約 され

る。 SFNw 関係 に よる部 品目的の 集約 の され 方 は認知的思考様式の 1形態で，そ の feedback
をも含む集約 network 様式が　「目的 を持 つ 」 事の 具体像で ある。

llll］　Dawkins （1986）は
“Blind 　Matchmaker ”

で
”
random 　mutation 　and 　random 　selection

”
に よ り

精巧な生 物機械が進化 した と結論 したが，重要 なの は random な変異 を上手 く生物機械 の 改良
に組み込む事 の で きる生物機械（個体）の 認知的情報処 理 構造で あ り，そ の 構造 を設計 ・進化 さ
せ た認知 主 体（＝＝個体）の存在 に気付 い て い な い 点に Dawkins や現代総合説 の 限界 が あ る 。

−

Lamarck （1809）は 「A ： 体細胞系列（or 器 官）」 の 「B ： 第 1 目的 の遂行 を遺伝用 部品 と して担 う
生 殖系列細胞」 へ の

，
「C ： 器官（＝ 体細胞）の 使用 に よ っ て 適応的ゲ ノ ム を能動選択す る とい う

利他行動的貢献作用（
一第 2〜第 n 目的作用）」 の 結果 と して の 現象 を観察 ・記述 し て 「用 不用

説」 を提唱 し（Ohnishi　et　a1．： Vava　Origino　30：63−78；p．69），進化学を創始 し た。　 Weizmann に よる

用不用説の 意図的歪曲解釈（Barthelemy−Madaule，　M ．，1979，邦訳 「ラ マ ル ク と進化 論 」 第 4 章）
に よ り，今 日も用不用現象生起の mechanism は正 しく解釈 され て い ない 。

［IV】人工 機械の 機能は ヒ トが設 計 し，目的は ヒ トが 与 え る。人 工 の機械（machine ）は複数部品
か らな るが 、部品数が少数 の ときは道 具 とも呼 ばれ る。棍棒の よ うに 単一部品 か らな る もの

は道具（tool）と呼ぶ。呼称に 関 らず ， 複数部品 か らな る機械部品の 間に は直接 ・
間接 の 部品間

の 何 らか の 情報伝達が あ る。こ の 情報の 最終利用者は機械利用者 で ある ヒ トで ある 。
「生物個

体とい う生 存機械」 を設計 し
， 機械 に 目的 を持たせ 、 それ を最終利用 し て い る認 知主体が誰

か を問 う事が重要で 、答は 「生きて い る個体」 で あ る 。 初期（プ レ ）細胞個体 は複数分子 部品

か ら構 築 され て い たが、「生 きて い る主体」 は単細胞 （or，プ レ 細胞）個体で ，個体が 自己改

良型認知機械 と して 体内外か らの 情報 を認 知的に処 理 し， 「第 1 目的」 に沿 っ た 「諸機能」

を世代毎に改良して きた。こ こ で の 「諸機能」 は 「個体 の 各個部品 の 目的」 であるか ら 「第
2〜第 n 目的 」 で あ る 。 こ れ らの 諸 目的の 集約 として 「個体 の 目的 ＝ 第 1 目的」 が効率的に達成
され る。こ の集約情報 network の 具体像が 「目的 を持 つ 」 こ と の 具体像で あろ う 。
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